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す
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課
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三

訓

令

甲

〇
出
納
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
会　

計　

課
）　
　

三

〇
県
工
事
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
検　

査　

課
）　
　

三

告

示

〇
政
府
調
達
に
係
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
領
を
廃
止
す
る
告
示�

（
契　

約　

課
）　
　

六

〇
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
工
事
請
負
契
約
書
及
び
変
更
契
約
書
の
様

式
）
の
一
部
改
正�
（　
　

同　
　

）　
　

六

規

則

　

財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
二
号

　
　
　�

財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
九
条
第
三
項
中
「
、
か
つ
、
押
印
さ
せ
」
を
削
る
。

　

第
四
十
条
の
二
の
見
出
し
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
代

理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
二
百
三
十
一
条

の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の

規
定
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し

て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

�　

法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
（
以
下
「
指
定
納
付

受
託
者
」
と
い
う
。）
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
歳
入
徴
収
者
が
別
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書

を
歳
入
徴
収
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
四
十
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４�　

歳
入
徴
収
者
は
、
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
法
第
二
百

三
十
一
条
の
二
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、そ
の
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
四
十
一
条
第
一
項
第
四
号
中
「
収
納
金
」
を
「
収
納
し
た
徴
収
金
（
以
下
「
収
納
金
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
収
納
事
務
の
委
託
）

第
四
十
一
条
の
二　

施
行
令
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

公
金
の
収
納
の
事
務
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　

二　

委
託
す
る
収
納
の
事
務
を
遂
行
す
る
に
足
り
る
事
業
規
模
を
有
し
、
か
つ
、
経
営
基
盤
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

　

三�　

収
納
金
に
関
す
る
事
項
を
正
確
に
記
録
し
、
当
該
記
録
を
遅
滞
な
く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

四　

収
納
金
の
安
全
の
確
保
の
た
め
に
十
分
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

五　

収
納
金
の
払
込
み
を
確
実
か
つ
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
押
印
さ
れ
た
」
を
削
る
。

　

第
五
十
二
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５　

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
資
金
前
渡
職
員
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　

第
五
十
八
条
第
一
項
第
五
号
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
を
「
指
定
納
付
受
託
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

　

六　

生
産
物
売
払
等
に
要
す
る
検
査
手
数
料　

当
該
生
産
物
売
払
等
に
係
る
販
売
代
金

　

第
九
十
八
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

三�　

一
般
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
し
、
契
約
を
締
結

し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

第
百
九
十
六
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

歳
入
徴
収
者
は
、
指
定
納
付
受
託
者
の
検
査
を
行
う
。

　
　
　
附
　
則
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宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話�022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



号外第20号　令和４年３月31日　木曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報
　

（
施
行
期
日
）　
　

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の

規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
改
正
前
の
財
務
規
則
第
五
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

�

　

証
紙
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
三
号

　
　
　
証
紙
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

証
紙
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
四
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
中
「

受
入
命
令

印

及
び
「㊞

」
を
削
る
。

」

　

様
式
第
五
号
の
二
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
の
三
中

「　
上
記
の
と
お
り
請
求
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
年　
　
月　
　
日

�
売
り
さ
ば
き
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
住　
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏　
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊞　
　
　
　

　
　
宮
城
県
知
事　
　
　
　
殿

」
を

「　
上
記
の
と
お
り
請
求
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
年　
　
月　
　
日

�
売
り
さ
ば
き
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
住　
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏　
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
宮
城
県
知
事　
　
　
　
殿

　
支
払
方
法　
１　

現
金
払

（直
接
払

）

　
２　

口
座
振
替　
　
３　

隔
地
払

　

（２
又
は
３
の
場
合

）

　
　
　
　
銀
行　
　
　
　
　
　
　
　
支
店　
　
　
当
座
・
普
通

　
　
　
　
　
口

座
番

号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
口
座
名
義
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
口
座
名
義
人
ヨ
ミ
ガ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
摘　
要

」

　

様
式
第
六
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
七
号
の
三
中

「　
支
払
方
法　
１　

口
座
振
替　
　
２　

隔
地
払

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
行　
　
　
　
　
支
店　
　
　
当
座
・
普
通

　
　
　
　
　
　
口
座
番
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
口
座
名
義
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
口
座
名
義
人
ヨ
ミ
ガ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を

「　
支
払
方
法　
１　

口
座
振
替　
　
２　

隔
地
払

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
行　
　
　
　
　
支
店　
　
　
当
座
・
普
通

　
　
　
　
　
　
口

座
番

号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
口
座
名
義
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
口
座
名
義
人
ヨ
ミ
ガ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
摘　
要

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
九
号
及
び
様
式
第
十
号
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
証
紙
規
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
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改
正
後
の
証
紙
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�
　

建
設
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
四
号

　
　
　

�

建
設
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
設
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
記
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
建
設
工
事
執
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
建
設
工
事
執
行

規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
と
み
な
す
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
五
号

　

出
納
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

�

出
納
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

出
納
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
六
十
年
出
納
長
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
三
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
六
号

　

県
工
事
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

�

県
工
事
検
査
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

県
工
事
検
査
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
二
号
ま
で
の
規
定
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
三
号
（
甲
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
三
号
（
乙
）
中
「㊞

」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
３
号
（
甲
）（
第
12条
関
係
）

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

宮
城
県
知
事
（
地
方
機
関
の
長
）
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
　
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
氏
名
）

中
間
検
査
復
命
書

　
命
に
よ
り
出
張
し
た
と
こ
ろ
，
そ
の
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
し
た
。

記

工
事
番
号

工
事

名

工
事
場
所

請
負
代
金
額

円
着
手
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日

検
査
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日
完
成
予
定
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日

受
注

者

監
督

員

立
会

者

工
事
進
捗
率
　
　
計
画
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
％

指
示

書
の

有
無
　
　
有
　
　
　
　
無

そ
の

他
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様
式
第
５
号
（
第
12条
関
係
）

工
　
事
　
成
　
績
　
調
　
書
（
中
間
・
既
済
，
完
成
）

課
名
又
は
公
所
名

工
事
番
号

工
 事
 名

工
種

現
場
代
理
人

工　期

着
工

　
年
　
月
　
日

主
任
技
術
者

検
査
整
理
番
号

建
設
業
許
可
番
号

工
 事
 

場
 所

契
約
金
額
 

（
最
終
）

円
完
成
予
定

　
年
　
月
　
日

監
理
技
術
者

受
注
者

名
　
称

代
表
者

職
・
氏
名

市
町
村
名

完
成

　
年
　
月
　
日

専
任
補
助
者

考
査

項
目
　
※
５

監
督
員
・
主
任
監
督
員

総
括
監
督
員

検
査
員
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
成
）

検
査
員
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
間
）

氏
名（
主

任
監
督

員
）

印
検
査
年
月
日
�

年
　
　
月
　
　
日

検
査
年
月
日
�

年
　
　
月
　
　
日

氏
名（
監

督
員
）

印
氏
名
�

印
氏
名
�

印
氏
名
�

印

  項
　
　
　
　
目
　

細
　
　
　
　
別

  ａ
　

ｂ
  ｃ
　

  ｄ
　

  ｅ
　

  ａ
　

ｂ
  ｃ
　

  ｄ
　

  ｅ
　

  ａ
　

ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
ｄ

  ｅ
　

  ａ
　

ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
ｄ

  ｅ
　

１
　
施
工
体
制
　
　
Ⅰ
　
施
工
体
制
一
般

3
1.5

0
-5

-10
Ⅱ
　
配
置
技
術
者

3
1.5

0
-5

-10
２
　
施
工
状
況

Ⅰ
　
施
工
管
理

3
1.5

0
-5

-10
5

2.5
0

-7.5
-15

5
2.5

0
-7.5

-15
Ⅱ
　
工
程
管
理

2
1

0
-5

-10
6

3
0

-4.5
-9

Ⅲ
　
安
全
対
策

2
1

0
-5

-10
9

4.5
0

-4.5
-9

Ⅳ
　
対
外
関
係

2
1

0
-2.5

-5

３
　
出
来
形
及
び

  出
来
ば
え

Ⅰ
　
出
　
来
　
形

3
1.5

0
-2.5

-5
10

7.5
5

2.5
0

-10
-20

10
7.5

5
2.5

0
-10

-20
Ⅱ
　
品
　
　
　
質

4
2

0
-2.5

-5
15

12
7.5

4
0

-12.5
-25

15
12

7.5
4

0
-12.5

-25
Ⅲ
　
出
来
ば
え

5
2.5

0
-5

5
2.5

0
-5

４
　
工
事
特
性

Ⅰ
　
施
工
条
件
等
へ
の
対
応
　
※
２

≦
8

≦
10

５
　
創
意
工
夫

Ⅰ
　
創
意
工
夫
　
※
２

≦
5

６
　
社
会
性
等

Ⅰ
　
地
域
へ
の
貢
献
等
　
※
３

≦
10

加
減
点
合
計
　
（
１
＋
２
＋
３
＋
４
＋
５
＋
６
）

点
点

点
点

評
定
点
（
65±
加
減
点
合
計
）
　
※
１

①
                   

点
②
                     

点
③
                      

点
④
                      

点
○
既
済
部
分
（
中
間
）
検
査
が
あ
っ
た
場
合
：
　
　
　
　
　
（
　
①
点
×
0.4　

＋
　
②
点
×
0.2　

＋
　
③
点
×
0.2　

＋
　
④
点
×
0.2　

）
　
　

評
定

点
計

点
○
既
済
部
分
（
中
間
）
検
査
が
な
か
っ
た
場
合
：
　
　
　
　
（
　
①
点
×
0.4　

＋
　
②
点
×
0.2　

＋
　
③
点
×
0.4　

）
　
　

７
　
法
令
遵
守
等
　
※
６

点
※
８
既
に
行
わ
れ
た
中
間
検
査
評
定
内
容
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。　
　
氏
名
：
�

印

総
合

点
　
※
７

点
＝
　
　
評
定
点
計
　
－
　
７
　
法
令
遵
守
等

所
見
　
※
４

（
監
督
職
員
）

（
検
査
員
）

完
成

（
検
査
員
）

中
間

※
１
�　
１
～
３
の
評
定
（
65点

±
加
減
点
合
計
）
＋
４
，
５
，
６
の
評
定
（
加
点
合
計
）
－
７
の
法
令
遵
守
等
（
減
点
）
＝
総
合
点
　
（
各
評
定
点
は
【
　
】
又
は
○
囲
い
と
す
る
。）
　
各
評
定
点
（
①
～
④
）
は
少
数
第
１
位
ま
で

記
入
す
る
。

※
２
�　
工
事
特
性
及
び
創
意
工
夫
の
評
定
は
工
事
全
般
を
通
し
て
，
特
に
優
れ
た
技
術
等
を
評
価
す
る
項
目
と
す
る
。
そ
の
た
め
，
キ
ー
ワ
ー
ド
と
評
定
内
容
の
記
述
方
法
と
し
て
，
加
点
評
価
の
み
と
す
る
。

　
　
総
合
評
価
落
札
方
式
（
高
度
型
及
び
標
準
型
）
の
価
格
以
外
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
，
高
度
技
術
に
お
い
て
契
約
時
の
評
価
結
果
で
加
点
評
価
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
，
評
価
す
る
項
目
に
該
当
す
る
場
合
に
加
点
す
る
。

※
３
�　
社
会
性
等
の
評
価
で
は
地
域
へ
の
観
点
か
ら
，
加
点
評
価
の
み
と
す
る
。
総
合
評
価
落
札
方
式
（
高
度
型
及
び
標
準
型
）
の
価
格
以
外
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
，
契
約
時
の
評
価
結
果
で
加
点
評
価
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
，
�

評
価
す
る
項
目
に
該
当
す
る
場
合
に
加
点
す
る
。

※
４
�　
所
見
は
必
ず
記
載
す
る
。
特
に
ｄ
，
ｅ
評
価
し
た
場
合
，
法
令
遵
守
で
減
点
し
た
場
合
及
び
総
合
評
価
落
札
方
式
に
係
る
工
事
で
減
点
を
し
た
場
合
は
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。（
監
督
職
員
は
合
議
の
う
え
記
載
の
こ
と
。）

※
５
�　
各
考
査
項
目
ご
と
の
採
点
は
，
監
督
員
・
主
任
監
督
員
は
別
紙
－
１
①
～
別
紙
－
１
⑦
，
総
括
監
督
員
は
別
紙
－
２
①
～
別
紙
－
２
④
，
検
査
員
は
別
紙
－
３
に
よ
る
も
の
と
し
，
検
査
員
の
評
価
に
先
立
ち
，
監
督
員
・
�

主
任
監
督
員
，
総
括
監
督
員
が
記
入
（
入
力
）
す
る
。

※
６
�　
法
令
遵
守
等
の
評
価
は
，
減
点
の
み
と
し
，
総
括
監
督
員
が
行
う
。
総
合
評
価
落
札
方
式
（
高
度
型
，
標
準
型
，
簡
易
型
）
の
価
格
以
外
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
受
注
者
の
責
め
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
，
�

工
事
完
成
時
の
履
行
確
認
の
結
果
に
基
づ
き
減
点
す
る
。

※
７
�　
総
合
点
は
，
四
捨
五
入
に
よ
り
整
数
と
す
る
。

※
８
�　
既
に
行
わ
れ
た
中
間
検
査
の
評
定
内
容
に
誤
り
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
，
今
回
の
検
査
員
が
確
認
，
押
印
す
る
こ
と
で
，
当
該
中
間
検
査
の
検
査
員
欄
の
押
印
は
要
し
な
い
。

修
正
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日

修
正
者
職
氏
名

印



号外第20号　令和４年３月31日　木曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

　

政
府
調
達
に
係
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
領
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
政
府
調
達
に
係
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
領
を
廃
止
す
る
告
示

　

政
府
調
達
に
係
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
領
（
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
千
三
百
六
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

　

平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
工
事
請
負
契
約
書
及
び
変
更
契
約
書
の
様
式
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

様
式
第
一
号
の
第
十
条
第
二
項
第
一
号
中
「承

認

」
を
「承
諾

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第
十
七
条
第
三
項
中
「本

条

」

を
「こ

の
条

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第
四
十
条
中
「令

和
４
年
３
月
31日

」
を
「令

和
５
年
３
月
31日

」
に
改
め
、
同

様
式
の
第
四
十
二
条
第
二
項
中
「第

同
条

」
を
「同

条

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第
五
十
七
条
第
六
項
中
「本

条

」
を
「こ

の
条

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第
五
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「同

条
第
10項

」
を
「独

禁
法
第
７
条
の
４
第
１
項

」
に

改
め
る
。


